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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　バイアス帯電部材と感光体の表面部の摩耗および汚染を少なくする方法であって、
　感光体を設けるステップと、
　前記感光体を帯電させるバイアス帯電部材を設けるステップと、
　電力消費、トナー汚染、および前記感光体の前記表面部および前記バイアス帯電部材の
表面部の両方の摩耗率を低減させるために、前記バイアス帯電部材をパルス振動させて、
前記感光体の表面部と接触かつ分離させるステップと、を含み、
　前記バイアス帯電部材をパルス振動させて、前記感光体の前記表面部と接触かつ分離さ
せる前記ステップが、前記感光体の前記表面部に接触する前記帯電部材の振動を通して実
現される、方法。
【請求項２】
　前記バイアス帯電部材をパルス振動させて、前記感光体の前記表面部と接触かつ分離さ
せる前記ステップが、圧電トランスデューサ、電気モータ、空気圧式アクチュエータ、油
圧式アクチュエータ、線形アクチュエータ、コンビネーションドライブ、熱バイモルフお
よび電気活性ポリマから成る群から選択されるアクチュエータを用いて実現される、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記バイアス帯電部材のパルス振動が、約１００Ｈｚから約１０ｋＨｚの周波数で行わ
れる、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記バイアス帯電部材が前記感光体の前記表面部と接触している期間中に前記周波数を
変調して前記バイアス帯電部材と前記感光体の前記表面部との間の摩擦を低減させるステ
ップを更に含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記バイアス帯電ローラのパルス振動が、約５％から約９５％のデューティサイクルを
有する、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記バイアス帯電部材のパルス振動が、約５μｍから約１０００μｍの振幅を有する、
請求項１に記載の方法。
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【請求項７】
　前記バイアス帯電部材のパルス振動が、方形、正弦波形、および鋸波形からなる群から
選択される波形を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記バイアス帯電部材が、ローラ、ブラシ、パッド、およびブレードからなる群から選
択される、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　アイドリング期間中に前記バイアス帯電部材を持ち上げて前記感光体から離し、前記バ
イアス帯電部材と前記感光体との長時間の接触を防ぐステップ、を更に含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項１０】
　前記バイアス帯電部材の表面抵抗率が、約１０３ｏｈｍ／ｍから約１０１３ｏｈｍ／ｍ
である、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　バイアス帯電部材の摩耗および汚染を少なくする前記方法が、乾式静電複写装置内で用
いられる、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　導電性の芯を有するバイアス帯電部材と、
　前記芯上に軸方向に支持された外層と、
　電力消費、トナー汚染、および感光体の表面部および前記バイアス帯電部材の表面部の
両方の摩耗率を低減させるために、前記バイアス帯電部材をパルス振動させて、前記感光
体の前記表面部と接触かつ分離させるアクチュエータと、を含み、
　前記アクチュエータのパルス振動が、約１００Ｈｚから約１０ｋＨｚの周波数で行われ
る、バイアス帯電ユニット。
【請求項１３】
　前記アクチュエータが、圧電トランスデューサ、電気モータ、空気圧式アクチュエータ
、油圧式アクチュエータ、線形アクチュエータ、コンビネーションドライブ、熱バイモル
フおよび電気活性ポリマから成る群から選択される、請求項１２に記載のバイアス帯電ユ
ニット。
【請求項１４】
　前記アクチュエータのパルス振動が、約５％から約９５％のデューティサイクルを有す
る、請求項１２に記載のバイアス帯電ユニット。
【請求項１５】
　前記バイアス帯電部材の表面抵抗率が、約１０３ｏｈｍ／ｍから約１０１３ｏｈｍ／ｍ
である、請求項１２に記載のバイアス帯電ユニット。
【請求項１６】
　前記バイアス帯電部材が、ローラ、ブラシ、パッド、およびブレードからなる群から選
択される、請求項１２に記載のバイアス帯電ユニット。
【請求項１７】
　静電潜像を受けるよう設定された帯電面を有する電子写真式画像形成部材と、
　現像材料を前記帯電面に塗布して、前記帯電面上に現像画像を形成する現像部品と、
　前記現像画像を前記帯電面から下地に転写する転写部品と、
　バイアス帯電部材であって、
　導電性の芯と、
　前記芯上に軸方向に支持された外層と、
　電力消費、トナー汚染、および前記電子写真式画像形成部材の前記表面部および前記バ
イアス帯電部材の表面部の両方の摩耗率を低減させるために、前記バイアス帯電部材をパ
ルス振動させて、前記電子写真式画像形成部材の前記帯電面に接触かつ分離させるよう構
成されたアクチュエータと、を含むバイアス帯電部材と、を含み、
　前記バイアス帯電部材が約１００Ｈｚから約１０ｋＨｚで振動する、画像形成装置。
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